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授業の概要および目標 学位授与の方針と関連

【概　要】
医療上の事故等(インシデント、アクシデント等を含む）は、日常的に起こる
可能性があることを認識し、事故を防止して患者の安全の確保を最優先する
ことを理解する。特に実践の場において、医療事故を防止するために必要な
高度実践看護師の能力は、医師の指示を批判的に思考する力、危険を回避す
るために医療行為の優先度を決定する力、患者に不利益な状況が生じている
場合に対象に情報提供できる力、対象が受ける治療や処置に伴う有効性や危
険性について理解できるように説明できる力である。このことが実践的に培
えるように授業展開をしていく。さらに医療上の事故が発生した場合の対処
の仕方とその責任について学ぶ。
【目　標】
１．医療上の事故等(インシデント、アクシデント等を含む）は、日常的に起
こる可能性があることを認識し、事故を防止して患者の安全の確保を最優先
することを理解する。
２．高度実践看護師として、危険を回避するための医療行為の優先度の決定
と患者に不利益な状況が生じている場合には、対象に情報提供、対象が受け
る治療や処置に伴う有効性や危険性を説明することを理解する。
３．医療上の事故が発生した場合の対処の仕方及び分析方法とその責任を理
解する。

クリティカル領域における患者の状況を
総合的に判断する能力

クリティカル領域における患者に必要な
治療を実践できる能力

患者に安心・安全な医療をタイムリーかつ
効果的に提供するために医師等との協働が
でき、ネットワークを推進できる能力

専門職としての倫理的意思決定能力

高度看護実践者として、教育的経営的な
視点をもつトップマネジメント能力
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臨床実践に潜む暗黙知を形式知へと創出
する研究開発能力

クリティカル領域における患者の危機的
状況を支援する能力

授業計画
回 内容

第6回

＜医療管理＞
４．医療安全管理のための医療と看護システム
　１）組織的取り組み
　２）安全文化の醸成

第1回

＜医療安全＞
１．医療安全における医療職の責任と法的責任
　１）医療従事者の職務と役割
２）社会的責任と罰則規定

第2回

＜医療管理＞
２．医療安全に対する考え方
　１）「責任追究」から「原因追究」
　２）組織事故発生とメカニズム
　３）自己モニタリングの必要性

第3回

山西
他5名

備考 オフィスアワーについては、学生便覧を参照し、教員と日程調整をする。

＜医療管理＞
３．医療安全とその実践（事例を用いたＧＷと討議）
　１）対象が受ける治療や処置に伴う有効性や危険性について理解できるように
　　　説明する（リスクコミュニケーション）
　２）危険を回避するために医療行為の優先度を決定する
　３）患者に不利益な状況が生じている場合に対象に情報提供する
　①岩田：小児の事例で展開
　②松浦：内科的・外科的治療・処置の事例で展開
　③木下：抗がん剤治療における事例で展開

＜医療安全・管理＞
５．日本医療機能評価機構　木村
６．高度実践看護師として実施する特定の行為における事故から学ぶ
　１）特定医行為の事故事例を分析し、原因と対策を考える
　２）特定医行為を実施する時の危険回避を考える

事前･事後
学習

事前学習：当日の課題に関し参考図書の内容を予習し理解して授業に参加する。
事後学習：授業の内容を配布資料と参考図書等で復習する。
単位と時間数に応じた学習時間（学生便覧参照）を参考に取り組むこと。

評価の方法
課題レポートにて評価する。この他に、筆記試験および観察評価を行う。
フィードバックは適宜行う。

参考図書･
資料等

参考書・資料は適宜紹介する。
◎は授業の必携図書ですので、購入していただきます。

第8回

第7回

第4回

第5回


